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第
４
３
３
回
定
例
市 

議
会
が
２
月
27
日
か
ら
３

月
24
日
ま
で
の
26
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、 

令
和
５
年
度
の
各
会
計 

予
算
案
、
令
和
４
年
度
各 

会
計
補
正
予
算
案
、
条
例

の
制
定
・
改
正
・
廃
止
、 

人
事
案
件
な
ど
の
全
37
議

案
の
ほ
か
、
議
員
提
出
の

市
会
案
１
件
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。
審
議
結
果

は
、14
ページ
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
中
部
縦
貫
自 

動
車
道
等
交
通
対
策
特 

別
委
員
会
、
こ
ど
も
政 

策
・
公
共
施
設
等
改
革 

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

会　計　名 予　算　額 対前年度
増減率，％

一 般 会 計 190億5000万円 10.3

特 別 会 計 84億5918万円 3.1

企 業 会 計 22億5975万円 3.5

総　　　計 297億6893万円 7.6

中部縦貫自動車道等交通対策
特別委員会

こども政策・公共施設等改革
特別委員会

◎山崎　利昭
　帰山　寿章
　林　　順和
　髙岡　和行

〇髙田　育昌
　岸本　一敏
　梅林　厚子

◎伊東由起恵
　笹山　晃一
　木戸屋八代実
　野村　勝人

〇猪嶋　清文
　白﨑　貴之
　葊瀬　浩司

令和５年度各会計予算決まる

※特別会計は、国民健康保険事業や介護保険事業など
６会計の合計額。企業会計は水道事業、簡易水道事業、
下水道事業の３会計の合計額。

市税 20.1％ 

繰入金
6.1％ 

諸収入
1.7％ 

その他 2.3％ 
譲与税・交付金

6.1％ 地方交付税
31.8％ 

国・県支出金
24.0％ 

市債 7.9％ 

議会費 0.9％

総務費
12.2％

民生費
28.5％

衛生費 9.9％労働費 0.7％
農林水産業費
6.6％

商工費 5.0％
土木費 8.7％

消防費 3.9％

教育費 16.5％

災害復旧費 
0.0％

公債費
7.0％

予備費 0.1％

歳入

歳出（目的別） 　第六次大野市総合計画前期基本計画の３年目に当たり、
将来像 「人がつながり　地域がつながる　住み続けたい結
のまち」の実現に向け、各種施策を進めます。
　目前に迫る高速交通網の市内・県内延伸を最大のチャン 
スと捉え、地域経済の活性化、県内で一番の子育てしやす 
いまちとなり、新しい学び舎づくりに取り組むための子育
て・教育の環境整備、地域づくりの核となり協働を支える
人づくり・人材育成、市民の生命と財産を災害から守り、
安全・ 安心な暮らしを守る防災対策に取り組みます。
　加えて持続可能な大野市を創り未来へつないでいくため 
に、健康のまちづくり、脱炭素ビジョンの実現、デジタル
行政の推進を積極的に展開します。

自主財源
依存財源

３月
定例会の概要

二
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置

　

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て
、 

本

市
の
今
後
の
交
通
対
策
を

し
っ
か
り
と
議
論
す
る
た

め
、 

中
部
縦
貫
自
動
車
道
等

交
通
対
策
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
の
少
子
化
問

題
等
に
対
応
し
た
子
ど
も
政

策
と
、
公
共
施
設
の
再
編
に

つ
い
て
、
実
行
性
の
あ
る
具

体
的
な
方
策
の
調
査
・
研
究

を
行
う
こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
こ
ど
も
政
策
・
公
共

施
設
等
改
革
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
の
選
任

と
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行

い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
に

５
８
９
４
万
円
を
増
額

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計 

予
算
に
５
８
９
４
万
円
を
増

額
し
、
予
算
の
累
計
を
１
９

５
億
５
４
７
２
万
円
と
し
ま

し
た
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
し
１
世
帯
当
た
り
１
万
円

を
給
付
す
る
生
活
応
援
給
付

金
給
付
事
業
に
２
２
５
５
万

円
、電
子
割
引
ク
ー
ポ
ン「
お

お
の
割
」・「
も
っ
と
お
お
の

割
」
の
追
加
発
行
に
４
５
５

０
万
円
の
増
額
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

特
別
委
員
会
設
置

補
正
予
算
議
案

◎が委員長、〇が副委員長
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一般会計予算の主な事業

大
野
市
個
人
情
報
の
保
護
に 

関
す
る
法
律
施
行
条
例
案

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
同
法
の
施
行
に
関
す
る

必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し

た
。

大
野
市
特
別
職
の
職
員
で
非 

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費 

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一 

部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置 

す
る
に
当
た
り
、
委
員
の
報

酬
等
の
額
を
定
め
ま
し
た
。  

大
野
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
の
多
機
能
端
末

機
に
よ
り
各
種
証
明
書
を
交

付
す
る
場
合
、
交
付
手
数
料

を
１
０
０
円
減
額
す
る
こ
と

を
定
め
ま
し
た
。

大
野
市
高
齢
者
に
対
す
る
は 

り
・
き
ゅ
う
及
び
マ
ッ
サ
ー

ジ
療
養
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
案

　

は
り
・
き
ゅ
う
及
び
マ
ッ 

サ
ー
ジ
療
養
費
の
助
成
に
つ 

い
て
、
高
齢
者
の
健
康
増
進

○クラウドファンディングで叶える地域の
　みらい応援事業補助　585万円
　地域づくり団体等が取り組む地域の課題解決
や魅力向上につながる活動を市が認定し、クラ
ウドファンディングサイトを活用し、募集した
寄付金が目標額に達した活動に補助します。
○林業就業者支援事業補助　619万円
　林業事業体の新規就業者雇用や従業者への装
備品供与に対して補助します。

人づくり・人材育成

○屋内型子どもの遊び場整備事業　851万円
　天候に左右されず、子どもたちが安全に安心
して遊ぶことができる屋内型の子どもの遊び場
整備に向けた実施設計を行います。 
○小中学校再編計画推進事業　8978万円
　校区ごとの再編準備委員会で課題などを協議
し、再編に向けた準備を進めます。令和６年度
の中学校再編に向けてスクールバスを購入しま
す。

子育て・教育の環境整備

及
び
介
護
予
防
に
関
す
る
事

業
に
一
本
化
す
る
た
め
条
例

を
廃
止
し
ま
し
た
。

 

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　

平
成
の
湯
で
発
生
し
た
転

落
事
故
に
つ
い
て
、
損
害
賠

償
の
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

 

大
野
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
案 

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
大
野
市
議
会
の
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　

松
田
浩
次
氏
（
大
和
町
）

と
葊
田
憲
徳
氏
（
上
野
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推 

薦
に
つ
い
て 

　

長
谷
川
俊
基
氏
（
大
月
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。 

○流域治水に関する事業　1億2961万円
　河川改良・浚

しゅんせつ

渫 、調整池整備、森林整備、地域防災マッ
プや避難支援プランの作成推進などに取り組みます。 
○豪雪地帯安全確保緊急対策事業　437万円
　除排雪中の事故が増加していることを踏まえ、地域ぐる
みで行う除排雪の戦略的方針を策定。試行的な取り組みと
して地域ぐるみの除排雪資機材購入費を補助します。

安全・安心な暮らしを守る防災対策

○健康づくり応援事業　5410万円
　ヘルスウォーキングプログラムの参加枠を市民2470人に
拡充します。
○出産・育児スタート応援事業　4237万円
　妊娠期から子育て期にわたる一貫した伴走型の相談支援
と、妊娠・出産時の経済的支援を行います。

健康のまちづくり

○住民基本台帳ネットワークシステム経費　957万円
　住民票などのコンビニ交付手数料を減額し、マイナン
バーカードによるコンビニ交付を促進します。
○地番図・家屋図電子化事業　3387万円
　登記情報課税台帳連携システムを構築し、土地・家屋の
登記台帳を電子化します。

デジタル行政の推進

○ゼロカーボン推進事業　528万円
　2050年カーボンニュートラルの実現に向けた普及啓発や
脱炭素ライフスタイルへの転換を促進します。
○おおの森づくりプラン策定事業　72万円
　林業関係者や学識経験者などで構成する策定委員会を立
ち上げ、おおの森づくりプランを策定します。

脱炭素ビジョンの実現

条
例
の
制
定
等

人
事
案
件

そ
の
他
の
議
案

市
会
案

○観光を軸に稼ぐ新組織設立事業　235万円
　市内事業者と連携して観光を軸に稼ぐ事業を
推進する新組織の設立に向け、弁護士などの専
門家を交えたサポート体制を構築します。
○日本一の星空発信事業　1945万円
　六呂師高原での星空保護区の認定取得や「星空
の街・あおぞらの街」 全国大会を開催します。

高速交通網の県内延伸を生かす
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点
程
度
を
選
定
し
、
令
和
５ 

年
度
早
期
に
児
童
・
生
徒
の

投
票
で
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の

候
補
を
絞
り
、
６
月
中
に
は

最
終
選
定
を
行
う
予
定
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

は
、上
庄
中
学
校
区
は
３
本
、

尚
徳
中
学
校
区
は
４
本
、
和

泉
中
学
校
区
は
１
本
を
運
行

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

正
式
な
ル
ー
ト
は
、
令
和
５

年
度
の
早
い
時
期
に
各
中
学

校
区
の
保
護
者
や
学
校
と
協

議
し
、
１
学
期
中
に
は
決
定

し
た
い
。

　
　

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、 

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心 

し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
屋 

内
型
子
ど
も
の
遊
び
場
の
整 

備
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進 

め
て
い
く
の
か
。

　
　

令
和
５
年
３
月
に
基
本 

計
画
案
を
取
り
ま
と
め
る
。 

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
パ 

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

的
に
発
信
で
き
る
機
能
を
強 

化
し
た
い
。

　
　

譲
渡
予
定
の
宝
慶
寺
い

こ
い
の
森
、
国
民
休
養
地
、

九
頭
竜
ス
キ
ー
場
、
和
泉
前

坂
家
族
旅
行
村
に
つ
い
て

は
、 

譲
渡
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　

宝
慶
寺
い
こ
い
の
森
に 

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
９
月 

か
ら
譲
渡
先
を
公
募
し
た
が 

応
募
が
な
か
っ
た
た
め
、
応 

募
資
格
を
市
内
の
法
人
か
ら 

県
内
の
法
人
ま
で
広
げ
、
令 

和
５
年
度
に
改
め
て
公
募
す 

る
。
そ
れ
で
も
譲
渡
先
が
選 

定
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、 

廃
止
を
検
討
す
る
。

　

国
民
休
養
地
パ
ー
ク
ホ
テ 

ル
九
頭
竜
や
九
頭
竜
ス
キ
ー 

場
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年 

度
の
指
定
管
理
終
了
ま
で 

に
、
和
泉
前
坂
家
族
旅
行
村 

に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年
度 

ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
民
間
事 

業
者
へ
の
譲
渡
を
検
討
し
て 

い
る
。

　

敷
地
の
大
部
分
が
借
地
で

あ
り
、
令
和
５
年
度
か
ら
地

権
者
等
と
協
議
を
進
め
る
。

市
に
お
い
て
開
催
す
る
」
と

し
て
い
る
。
こ
の
大
会
の
具

体
的
な
内
容
は
。

　
　

星
空
保
護
区
に
つ
い
て

は
、
３
月
末
に
認
定
に
必
要

と
な
る
光
害
対
策
の
工
事
完

了
を
祝
う
点
灯
式
を
行
い
、

８
月
の
認
定
を
目
指
す
。

　
「
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら 

の
街
」
全
国
大
会
に
つ
い
て 

は
、
10
月
８
日
・
９
日
に
開 

催
す
る
。
８
日
夜
に
は
六
呂 

師
高
原
に
お
い
て
星
空
観
望 

会
を
行
い
、
９
日
は
市
内
の 

視
察
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

株
式
会
社
平
成
大
野
屋 

に
つ
い
て
は
、
市
内
の
業
者 

と
連
携
し
て
新
た
な
組
織
の 

設
立
を
目
指
す
と
し
て
い 

る
。
ど
の
よ
う
な
組
織
を
目 

指
し
て
い
る
の
か
。 

　
　

新
組
織
に
お
い
て
は
、 

市
内
事
業
者
の
観
光
で
稼
ぐ 

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
こ 

れ
ま
で
平
成
大
野
屋
、
大
野 

市
観
光
協
会
、
大
野
商
工
会 

議
所
が
そ
れ
ぞ
れ
で
行
っ
て

き
た
観
光
に
関
す
る
事
業
の

統
合
や
、観
光
需
要
の
調
査
・

分
析
を
行
う
な
ど
、
本
市
の 

観
光
や
誘
客
、
物
産
の
販
路 

拡
大
の
た
め
の
情
報
を
総
合 

て
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、 

実
施
設
計
を
行
う
。
令
和
６

年
度
に
は
、
施
設
改
修
や
遊 

具
な
ど
を
整
備
し
、
同
年
度 

中
の
供
用
開
始
を
目
指
す
。

　
　

長
期
休
業
期
間
の
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
を
活

用
す
る
と
は
。

　
　

令
和
５
年
度
の
夏
休
み 

か
ら
「
学
び
と
遊
び
と
体
験 

の
広
場
」
と
称
し
た
活
動
の 

場
を
提
供
す
る
。
こ
れ
は
、 

乾
側
・
小
山
・
上
庄
・
富 

田
・
阪
谷
地
区
の
児
童
を
対 

象
に
実
施
し
て
い
る
放
課
後 

子
ど
も
教
室
を
、
開
催
日
数 

を
増
や
す
形
で
エ
キ
サ
イ
ト 

広
場
で
実
施
す
る
も
の
。
夏

休
み
は
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、 

夏
休
み
子
ど
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
教
室
、
Ｂ
Ｇ
塾
、
エ

キ
サ
イ
ト
ウ
イ
ー
ク
と
連
携

し
、
冬
休
み
と
春
休
み
は
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
連
携
し

て
開
催
す
る
。

　
　

提
案
理
由
の
中
で
「
星

空
保
護
区
の
南
六
呂
師
区
で

の
認
定
を
目
指
す
準
備
を
進

め
て
お
り
、
本
年
10
月
に
は

『
第
35
回
星
空
の
街
・
あ
お

ぞ
ら
の
街
』
全
国
大
会
を
本

　
　

令
和
５
年
度
当
初
予
算 

に
つ
い
て
、
市
長
が
最
も
重 

視
し
た
点
は
何
か
。

　
　

目
前
に
迫
る
高
速
交
通 

網
の
県
内
延
伸
を
生
か
し
、 

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る 

施
策
を
進
め
る
こ
と
、
若
者 

が
大
野
で
住
ん
で
、
結
婚
し 

て
、
子
育
て
を
し
た
く
な
る 

よ
う
な
子
育
て
・
教
育
の
環 

境
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
重 

点
を
置
い
た
。

　
　

中
学
校
の
再
編
に
向
け 

て
は
、
中
学
校
再
編
準
備
委

員
会
で
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
れ

て
き
た
。
制
服
・
体
操
服
の

選
定
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
ま
で

決
定
さ
れ
た
の
か
。

　
　

制
服
と
体
操
服
に
つ
い 

て
は
、
現
在
、
メ
ー
カ
ー
の 

既
製
品
の
中
か
ら
機
能
面
や 

デ
ザ
イ
ン
面
な
ど
の
条
件
を 

満
た
し
た
案
を
募
集
し
て
い 

る
。
今
後
は
、
３
点
か
ら
５

株式会社平成大野屋については、市内の業者と連携して、新たな組
織の設立を目指すとしている。どのような組織を目指しているのか

市
政
会

　
葊ひ

ろ

瀬せ

　
浩こ

う

司じ

　
議
員

新組織では、これまで平成大野屋、大野市観光協会、大野商工会議所がそれ
ぞれで行ってきた観光に関する事業の統合や、観光需要の調査・分析を行う

代
表
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問
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人
数
は
、
保
育
を
必
要
と
す 

る
児
童
を
優
先
し
て
、
定
員

40
人
を
予
定
す
る
。 

　
　

部
活
動
地
域
移
行
推
進 

事
業
と
し
て
運
動
部
・
文
化 

部
の
中
学
校
に
お
け
る
休
日 

部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移 

行
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　

昨
年
８
月
か
ら
、
３
競 

技
団
体
に
委
託
し
実
践
研
究 

を
行
い
、
受
け
入
れ
団
体
の 

理
解
に
よ
り
、
着
実
に
進
捗 

し
て
い
る
。

　

課
題
を
整
理
し
、
生
徒
が

適
し
た
環
境
で
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
親
し
め
る
よ
う
、
休
日

に
お
け
る
部
活
動
の
地
域
移

行
を
進
め
て
い
く
。
文
化
部

は
市
文
化
協
会
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
令
和
５
年
度
か
ら

休
日
に
お
け
る
地
域
移
行
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
　

脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
を
実 

現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
市 

民
・
事
業
者
へ
の
浸
透
が
不 

可
欠
と
考
え
る
が
、
本
市
の 

取
り
組
み
は
。

　
　

行
政
と
共
に
脱
炭
素
に 

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
機 

運
を
高
め
て
い
く
た
め
、
各 

地
区
で
脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
説 

明
会
を
開
催
す
る
。

　
　

道
の
駅
「
越
前
お
お
の 

荒
島
の
郷
」
を
介
し
て
、
さ 

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
各
種 

情
報
を
観
光
客
に
ど
の
よ
う 

に
発
信
し
て
い
る
の
か
。
今 

後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や 

チ
ラ
シ
等
を
配
置
、
デ
ジ
タ 

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
季
節
ご
と 

の
観
光
動
画
を
配
信
し
、
食 

や
観
光
地
、
飲
食
店
等
の
情 

報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
荒

島
の
郷
か
ら
ま
ち
な
か
エ
リ

ア
を
は
じ
め
と
す
る
各
エ
リ

ア
へ
の
周
遊
を
促
進
し
て
い

る
。
本
市
の
旬
の
観
光
情
報 

を
今
後
も
提
供
し
、
周
遊
観 

光
を
推
進
す
る
。

　
　

長
期
休
業
期
間
の
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。

　
　

夏
休
み
か
ら
エ
キ
サ
イ 

ト
広
場
を
会
場
に
、
５
地
区 

の
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
子 

ど
も
た
ち
を
集
め
て
、
放
課 

後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
遊
び
を

通
し
た
交
流
や
、
夏
休
み
子

ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
、
Ｂ

Ｇ
塾
を
組
み
合
わ
せ
て
実 

施
。
朝
８
時
か
ら
夕
方
６
時 

ま
で
を
予
定
し
、
受
け
入
れ

で
の
誘
致
活
動
を
行
っ
て
き 

た
。
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の 

県
内
全
線
開
通
時
期
が
示
さ 

れ
た
こ
と
で
、
物
流
や
製
造 

な
ど
新
た
な
拠
点
の
候
補
地 

の
一
つ
と
し
て
企
業
か
ら
関 

心
を
示
さ
れ
て
い
る
。 

　
　

地
元
企
業
へ
の
稼
ぐ
力 

応
援
事
業
、
魅
力
発
信
プ
ロ 

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
は
。

　
　

新
年
度
か
ら
は
、
企
業

の
人
材
確
保
に
対
す
る
支
援

策
と
し
て
、
県
の
補
助
に
上 

乗
せ
す
る
Ｄ
Ｘ
専
門
人
材
活

用
事
業
補
助
と
、
採
用
情
報

を
充
実
さ
せ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
、
合
同
企
業
説
明

会
へ
の
出
展
費
用
に
補
助
す

る
人
材
確
保
事
業
補
助
を
新

設
す
る
。
稼
ぐ
力
の
向
上
に

積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
者

を
支
援
し
て
い
く
。

　

魅
力
発
信
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ 

ン
事
業
は
、
本
市
の
魅
力
を 

全
国
に
積
極
的
に
発
信
す
る

も
の
。
令
和
５
年
度
か
ら 

は
、
特
に
８
月
の
星
空
保
護 

区
の
認
定
、
秋
に
予
定
さ
れ 

る
九
頭
竜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン 

ジ
の
開
通
や
行
楽
の
時
季
に 

合
わ
せ
、
効
果
的
な
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
く
。

を
進
め
る
。

　
　

現
在
ま
で
ど
の
く
ら
い 

の
企
業
に
誘
致
の
働
き
掛
け 

を
し
て
い
る
の
か
。 

　
　

富
田
産
業
団
地
の
整
備 

を
始
め
た
平
成
28
年
度
か
ら 

現
在
ま
で
、
市
単
独
で
延
べ 

約
７
０
０
件
の
企
業
訪
問
を 

実
施
。
ま
た
企
業
の
投
資
情 

報
の
収
集
や
富
田
産
業
団
地

の
周
知
・
広
報
を
兼
ね
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
全
国
１
万

４
千
社
の
企
業
へ
発
送
し
、 

約
１
３
０
０
社
が
回
答
。
う

ち
「
富
田
産
業
団
地
に
魅
力 

を
感
じ
る
」
と
回
答
し
た
約

20
社
に
対
し
、
今
後
も
委
託 

業
者
を
通
じ
て
聞
き
取
り
を 

行
い
、
市
が
折
衝
を
継
続
す 

る
。

　
　

企
業
誘
致
を
働
き
掛
け 

た
具
体
的
な
業
種
と
企
業
の 

反
応
・
感
触
は
。

　
　

物
流
関
連
産
業
を
は
じ

め
製
造
業
な
ど
幅
広
い
分
野 

　
　

第
六
次
大
野
市
総
合
計 

画
前
期
基
本
計
画
の
六
つ
の 

基
本
目
標
に
お
け
る
２
年
間 

の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
と
成
果
は
。

　
　

全
57
の
成
果
指
標
の
う 

ち
、
令
和
３
年
度
末
時
点 

で
、
令
和
７
年
度
目
標
数
値

を
達
成
し
た
も
の
は
８
件
。 

数
値
が
振
る
わ
な
か
っ
た
も

の
は
、体
育
施
設
利
用
者
数
、

宿
泊
者
数
、
Ｊ
Ｒ
越
美
北
線

の
乗
客
数
な
ど
。

　
　

第
六
次
大
野
市
総
合
計 

画
前
期
基
本
計
画
の
六
つ
の 

基
本
目
標
に
お
い
て
、
令
和 

５
年
度
で
市
長
が
最
も
訴
え 

た
い
こ
と
、
特
に
力
を
入
れ 

て
い
る
こ
と
は
。

　
　

高
速
交
通
網
の
県
内
延 

伸
を
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉 

え
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ 

せ
る
施
策
と
、
若
者
が
大
野 

に
住
ん
で
、
結
婚
し
て
、
子 

育
て
を
し
た
く
な
る
よ
う
な

子
育
て
・
教
育
の
環
境
整
備 

観光客の誘客、新規企業の誘致、地元企業の
産業ブランド力向上の現状と進め方について

高速交通網の県内延伸を最大のチャンスと捉え、 
地域経済活性化策を推進する

問答
大
野
市
民
の
会

　
岸き

し

本も
と

　
一か

ず

敏と
し

　
議
員
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事
、
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ 

ム
の
更
新
な
ど
が
あ
る
。

　

大
型
事
業
が
完
了
し
た
後

は
、 

将
来
に
向
け
て
基
金
の

積
み
増
し
に
努
め
て
い
く
。

　
　

市
で
は
、
い
く
つ
か
の 

大
学
と
連
携
し
研
究
活
動
を 

行
っ
て
い
る
が
、
市
政
に
ど 

う
生
か
し
て
い
る
の
か
。

　
　

大
学
と
連
携
す
る
効
果 

は
、
高
度
な
知
識
を
事
業
に 

活
用
で
き
、
学
生
の
ま
ち
づ 

く
り
参
加
に
よ
っ
て
ア
イ
デ 

ア
や
地
域
の
賑
わ
い
が
生
ま 

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

市
は
ゴ
ミ
減
量
化
・
分 

別
化
に
力
を
入
れ
て
い
る 

が
、
現
状
は
。

　
　

令
和
４
年
度
の
ご
み
処 

理
施
設
へ
の
搬
入
量
は
前
年 

度
比
３
パーセント
減
少
し
た
。
リ
サ 

イ
ク
ル
率
は
２
・
９
パーセント
増
と 

な
っ
た
。

　
　

道
の
駅
「
越
前
お
お
の

荒
島
の
郷
」
へ
の
来
訪
客
は 

百
万
人
に
達
し
た
。
そ
の 

う
ち
、
ど
の
く
ら
い
が
市
街

お
い
て
地
域
住
民
に
よ
る
助 

け
合
い
移
動
支
援
を
試
験
的 

に
運
行
し
て
い
る
。
公
共
交 

通
を
補
う
地
域
住
民
に
よ
る 

助
け
合
い
の
移
動
支
援
に
つ 

い
て
、
引
き
続
き
検
討
す 

る
。

　
　

令
和
６
年
４
月
に
中 

学
校
が
２
校
に
統
廃
合
さ
れ 

る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全 

安
心
な
運
行
に
向
け
て
の
取 

り
組
み
は
。

　
　

再
編
準
備
委
員
会
の
通 

学
安
全
部
会
で
、
停
留
所
で 

の
乗
降
、
降
雪
時
の
対
応
、 

自
宅
か
ら
停
留
所
ま
で
の
安 

全
確
保
な
ど
、
運
行
時
の
課 

題
が
出
さ
れ
た
。
現
在
運
行 

し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の 

対
応
を
参
考
に
し
て
、
安
全 

で
安
心
な
運
行
方
法
を
検
討 

す
る
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
車
す

る
こ
と
に
よ
る
生
徒
の
体
力

低
下
も
懸
念
さ
れ
る
。
停
留

所
ま
で
の
距
離
は
自
宅
か
ら

１
・
５
キロメートル
以
内
を
基
準
と
し
、

ル
ー
ト
と
停
留
所
、
運
行
方

法
を
令
和
５
年
度
の
１
学
期

中
に
決
定
し
た
い
。

園
内
の
池
に
雨
水
貯
留
機
能

を
持
た
せ
る
浚
渫
と
水
門
の

修
繕
を
行
う
。

　
　

近
年
、
本
市
の
耕
作
面 

積
は
減
少
し
、
農
業
の
後
継 

者
も
不
足
し
て
い
る
。
対
処 

す
る
施
策
は
。

　
　

新
規
就
農
者
の
育
成
で 

は
、
資
金
の
支
援
や
就
農
相 

談
な
ど
を
実
施
。
農
地
の
集 

積
・
集
約
化
に
よ
る
生
産
性 

の
向
上
、
離
農
す
る
農
地
の 

新
た
な
耕
作
者
確
保
な
ど
に 

努
め
て
い
る
。
令
和
５
年
度 

は
２
人
の
新
規
就
農
者
の
支 

援
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
の
移
動
手
段 

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
取
り
組
ん
で
い
る
施
策

と
今
後
の
方
向
性
は
。 

　
　

令
和
６
年
度
か
ら
始
ま 

る
大
野
市
地
域
公
共
交
通
計 

画
の
策
定
と
併
せ
て
、
市
内 

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

再
構
築
を
進
め
て
い
る
。

　

新
し
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー 

ク
は
、
交
通
事
情
の
変
化
に 

伴
う
路
線
の
見
直
し
を
進 

め
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
を 

利
用
し
た
大
野
・
和
泉
地
区

を
結
ぶ
、
新
し
い
市
営
バ
ス 

路
線
の
運
行
を
予
定
し
て
い 

る
。

　

２
月
か
ら
柿
ケ
嶋
区
に 

地
の
ま
ち
な
か
観
光
に
誘
導

さ
れ
た
の
か
。

　
　

昨
年
１
年
間
の
携
帯
電 

話
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
を
用 

い
た
人
流
調
査
に
よ
る
と
、 

道
の
駅
「
越
前
お
お
の
荒
島 

の
郷
」
の
利
用
者
が
中
心
市 

街
地
を
訪
れ
た
割
合
は
約
32 

パーセント
で
あ
る
。

　
　

令
和
５
年
度
当
初
予
算 

案
で
は
、
流
域
治
水
対
策
事 

業
を
強
化
し
て
い
る
。
そ
の 

主
な
施
策
は
。 

　
　

建
物
浸
水
被
害
軽
減
の

早
期
対
策
と
し
て
、 

３
カ
年

で
善
導
寺
川
な
ど
の
河
道
掘

削
や
新
堀
川
の
護
岸
改
修
、

雨
水
貯
留
施
設
整
備
を
計
画

し
て
い
る
。

　

新
年
度
は
、
善
導
寺
川

な
ど
の*

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
や
護
岸
改
修
、

雨
水
貯
留
施
設
の
実
施
設

計
、
ま
た
奥
越
ふ
れ
あ
い
公

　
　

公
共
施
設
の
耐
震
補
強 

を
し
て
い
る
が
、
近
年
の
実 

績
は
。

　
　

多
人
数
が
利
用
す
る
建 

築
物
の
令
和
３
年
度
の
耐
震 

化
率
は
、
94
・
７
パーセント
で
あ
る
。

　
　

令
和
５
年
度
当
初
予
算 

案
の
歳
入
に
お
い
て
、
繰
入 

金
は
前
年
度
比
44
・
４
パーセント 

増
、
市
債
は
67
・
９
パーセント
増
と 

な
っ
て
い
る
。
健
全
化
財
政 

に
向
け
て
配
慮
点
や
努
力
点 

は
。

　
　

繰
入
金
や
市
債
が
増
加 

し
た
主
な
要
因
は
、
学
校
施 

設
の
改
修
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス 

の
購
入
、
民
間
保
育
所
の
園 

舎
移
転
新
築
費
用
の
補
助
、 

う
ら
ら
館
の
木
質
バ
イ
オ
マ 

ス
ボ
イ
ラ
の
導
入
、
中
ノ
堂 

公
園
の
用
地
購
入
な
ど
の
大 

型
・
臨
時
的
事
業
が
重
な
っ 

た
こ
と
。

　

令
和
６
年
度
以
降
の
大 

型
・
臨
時
的
事
業
は
、
学
校

施
設
改
修
、
広
域
ご
み
処
理 

施
設
の
基
幹
的
設
備
改
良
工 

高齢者の移動手段についての対策と
今後の方向性は

も
え
ぎ
会

　
木き

戸ど

屋や

八や

代よ

実み

　
議
員

令和６年度から実行する大野市地域公共交通
計画と併せて見直す

代
表
質
問

問答答 問

問問問 答答

答答

問

問

問

答 答

答

問

令和４年８月４日
新堀川の水があふれ道路が冠水

*

浚
渫
…
川
底
に
堆
積
し
た
土
砂
を

さ
ら
っ
て
取
り
除
く
こ
と
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質
問
で
全
市
民
へ
の
暖
房 

費
の
助
成
を
求
め
、
ま
た
日 

本
共
産
党
大
野
市
議
団
が
全 

市
民
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン 

ケ
ー
ト
を
基
に
、
市
長
に
物 

価
高
対
策
を
求
め
る
要
望
書 

を
提
出
し
て
い
る
。

　

今
こ
そ
全
市
民
を
対
象
に 

支
援
を
行
う
べ
き
で
は
な
い 

か
。
実
現
す
る
こ
と
を
強
く 

求
め
る
。

　
　

全
市
民
を
対
象
と
し
た 

支
援
と
し
て
は
、
電
子
割
引 

ク
ー
ポ
ン
券
「
お
お
の
割
」

と
「
も
っ
と
お
お
の
割
」
を

追
加
発
行
し
、
消
費
の
下
支

え
を
通
じ
た
生
活
者
及
び
事

業
者
へ
の
支
援
を
行
い
、
市

内
で
の
消
費
喚
起
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
　

電
子
割
引
ク
ー
ポ
ン
は 

全
市
民
に
行
き
渡
ら
な
い
。 

勝
山
市
で
は
全
市
民
に
向
け 

て
い
ろ
い
ろ
対
策
を
取
っ
て 

い
る
。
何
ら
か
の
措
置
を
取 

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

状
況
を
把
握
し
な
が
ら 

検
討
す
る
。

　
　

原
材
料
価
格
や
物
流
費 

の
高
騰
な
ど
で
、
食
料
品
を 

は
じ
め
、
光
熱
費
の
値
上
げ 

が
続
い
て
い
る
。
帝
国
デ
ー 

タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
、
本
年 

の
値
上
げ
は
、
価
格
を
変
え 

ず
に
内
容
量
を
減
ら
す
と
い 

う
実
質
値
上
げ
の
ケ
ー
ス
が 

増
え
て
い
る
。
今
や
こ
の
物 

価
高
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
、 

全
市
民
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ 

を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ 

る
。

　

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
ど 

の
よ
う
に
把
握
・
認
識
し
、

ど
の
層
に
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　

日
常
生
活
に
密
接
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
等
の

価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、
市

民
の
家
計
負
担
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
物
価
高
の
影

響
を
受
け
や
す
い
低
所
得
子

育
て
世
帯
や
住
民
税
非
課
税

世
帯
へ
の
支
援
が
特
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

先
の
12
月
議
会
の
一
般

物価高対策、全市民を対象に行うこと
を強く求める

状況を把握しながら検討する

問
無
会
派

　
野の

村む
ら

　
勝ま

さ

人と

　
議
員

答

産
は
、窓
口
負
担
が
か
か
る
。

妊
婦
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
本
市
で
補
助
す
る
べ
き

で
は
。

　
　

休
日
加
算
や
時
間
外

加
算
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
差
が
あ

る
も
の
に
つ
い
て
の
補
助
と
な 

る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が 

あ
り
、
慎
重
に
考
え
て
い
く 

必
要
が
あ
る
。

　
　

結
の
故
郷
奨
学
金
制
度 

は
、な
ぜ
廃
止
に
し
た
の
か
。

　
　

奨
学
生
と
奨
学
生
だ
っ 

た
卒
業
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー 

ト
調
査
の
結
果
、
Ｕ
タ
ー
ン 

へ
の
大
き
な
動
機
に
結
び
付 

い
て
い
な
い
た
め
、
令
和
元 

年
度
を
も
っ
て
新
規
募
集
を 

終
了
し
た
。

　

本
制
度
の
利
用
状
況
は
、

令
和
４
年
３
月
末
日
時
点

で
、
貸
与
し
た
者
は
２
２
４

人
で
、
そ
の
う
ち
市
内
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
た
場
合
の
半
額
免

除
は
75
人
、
さ
ら
に
結
婚
し

た
場
合
の
全
額
免
除
は
14
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

少
子
化
・
人
口
減
少
に 

対
す
る
対
策
は
。

　
　

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
・ 

県
内
ト
ッ
プ
の
子
育
て
応
援 

施
策
を
強
力
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ 

と
で
、
子
育
て
し
や
す
い
ま 

ち
と
し
て
の
取
り
組
み
が
伝 

わ
る
よ
う
努
め
る
。

　
　

出
産
経
費
の
補
助
は
、 

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の 

か
。

　
　

出
産
に
要
す
る
経
費
に 

対
し
、
加
入
す
る
健
康
保
険 

や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
保 

険
者
か
ら
出
産
育
児
一
時
金 

が
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
一
時 

金
は
、
健
康
保
険
法
等
に
基 

づ
く
保
険
給
付
で
、
被
保
険 

者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
出 

産
し
た
と
き
、
出
産
に
要
す 

る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る 

た
め
支
給
さ
れ
る
制
度
。

　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の 

改
正
に
よ
り
、
本
年
４
月
１

日
か
ら
支
給
額
は
42
万
円
か

ら
50
万
円
に
増
額
さ
れ
る
。

　
　

早
朝
・
深
夜
・
土
日
祝

日
な
ど
時
間
外
や
休
日
の
出

少子化・人口減少に対する対策は

県内トップの子育て応援施策を強力にPR

問
清
風
会

　
山や

ま

崎ざ
き

　
利と

し

昭あ
き

　
議
員

答

一
般
質
問

問問

問

答

答 答

答答

問

問
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令
和
５
年
度
の
サ
ト
イ 

モ
の
病
気
対
策
の
方
針
は
。

　
　

令
和
４
年
度
、
県
に
よ

り
面
的
一
斉
防
除
の
実
証
実

験
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
効
果

的
な
防
除
方
法
が
確
立
で
き

た
こ
と
や
、
疫
病
被
害
の
拡

大
抑
制
に
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
２

年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
薬

剤
防
除
に
対
す
る
市
の
補
助

は
、
令
和
４
年
度
で
終
了
す

る
が
、
Ｊ
Ａ
の
補
助
は
継
続

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

県
の
対
策
と
し
て
は
、
実

証
実
験
で
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
防
除
も
効
果
が
得
ら
れ

た
こ
と
を
受
け
、
現
在
ド

ロ
ー
ン
を
保
有
し
て
い
な
い

生
産
者
に
対
応
す
る
た
め
、

防
除
委
託
先
の
確
保
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。

　
　

本
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ 

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率

は
、 

県
内
各
市
町
と
比
較
し

て
ど
う
か
。

　
　

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
率
は
、
令

和
５
年
２
月
末
現
在
で
68
・

よ
う
に
、
引
き
続
き
取
り
組 

ん
で
い
き
た
い
。

　
　

最
近
の
選
挙
投
票
率
に 

つ
い
て
ど
う
思
う
か
。　
　

  

　
　

市
長
選
挙
も
市
議
会

議
員
選
挙
も
前
回
よ
り
下 

回
っ
て
お
り
、
大
変
残
念
な

結
果
で
あ
る
。

　
　

な
ぜ
移
動
投
票
所
な
ど 

で
投
票
率
を
上
げ
よ
う
と 

努
力
し
な
い
の
か
。
考
え
が 

な
い
こ
と
に
、
市
民
の
落
胆 

が
理
解
で
き
る
。

　
　

諸
課
題
が
あ
る
。

　
　

学
校
で
の
い
じ
め
や
不 

登
校
等
の
現
状
は
。

　
　

令
和
３
年
度
の
い
じ
め 

は
小
学
校
19
件
、
中
学
校
８ 

件
あ
り
、全
て
が
解
消
済
み
。 

不
登
校
は
過
去
５
年
間
で
最 

多
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
中
学
校
を
合
併
す 

る
と
、
不
登
校
の
生
徒
は
出 

て
こ
れ
る
か
。

　
　

学
校
再
編
計
画
の
冒
頭 

に
本
市
が
目
指
す
教
育
を
整 

理
し
て
い
る
。 

２
パーセント
で
あ
る
。
全
国
平
均

の
63
・
５
パーセント
、
県
内
平
均
の

65
・
５
パーセント
を
上
回
り
、
県
内

９
市
の
中
で
は
勝
山
市
、
あ

わ
ら
市
に
次
ぐ
交
付
率
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

令
和
４
年
度
に
実
施
し 

た
部
活
動
の
地
域
移
行
に
お 

け
る
実
践
研
究
で
見
え
て
き 

た
課
題
は
。

　
　

実
践
研
究
を
行
っ
て
い 

る
三
つ
の
競
技
に
共
通
す
る

課
題
の
一
つ
に
、
経
費
や
送

迎
な
ど
の
保
護
者
負
担
が
あ

る
。

　

ま
た
練
習
用
具
の
保
管
場 

所
も
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

学
校
部
活
動
の
道
具
と
混
在

し
な
い
よ
う
、
学
校
と
連
携

し
て
保
管
場
所
を
確
保
し
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
も
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て 

は
、
部
活
動
地
域
移
行
検
討

委
員
会
で
の
協
議
を
進
め
、

休
日
に
お
け
る
部
活
動
の
地

域
移
行
を
着
実
に
進
め
て
い

く
。

　
　

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問 

う
。
度
重
な
る
不
祥
事
に
つ 

い
て
、
市
長
の
思
い
は
。

　
　

不
祥
事
が
出
な
い
組
織 

づ
く
り
に
は
、
職
員
一
人
一 

人
の
意
識
改
革
が
不
可
欠 

と
考
え
る
。

　
　

不
祥
事
の
た
び
、
二
度 

と
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ 

う
に
と
言
っ
て
い
る
が
、
綱 

紀
粛
正
と
は
。

　
　

高
い
倫
理
観
を
持
っ
て 

公
平
公
正
に
仕
事
に
取
り
組 

む
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め 

の
研
修
な
ど
を
行
っ
て
き
て 

い
る
。

　
　

し
か
し
、
な
ぜ
５
回
も

起
き
る
の
か
。

　
　

大
変
申
し
訳
な
い
と
こ 

ろ
だ
が
、
こ
う
い
っ
た
こ
と 

が
起
き
な
い
よ
う
に
努
め
て 

い
き
た
い
。

　
　

毎
年
１
千
万
円
の
予
算 

で
職
員
研
修
を
し
て
も
、
過 

去
５
年
に
５
件
の
不
祥
事
発 

覚
に
市
民
は
納
得
す
る
か
。

　
　

こ
う
い
う
こ
と
が
な
い

度重なる不祥事について、市長の思いは

部活動の地域移行における実践研究で
見えてきた課題は

市
政
会

　
白し

ら

﨑さ
き

　
貴た

か

之ゆ
き

　
議
員

も
え
ぎ
会

　
髙た

か

岡お
か

　
和か

ず

行ゆ
き

　
議
員

不祥事が出ない組織づくりには、
職員一人一人の意識改革が不可欠

経費や送迎などの保護者負担や練習用具の
保管場所が課題である

問

一
般
質
問

答答 問問答

答 問

問答答 問

答答 問問問

問

答

答

問答
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市
で
は
免
許
証
を
持
た

な
い
65
歳
以
上
へ
の
支
援
と

し
て
、
５
０
０
円
の
タ
ク

シ
ー
割
引
チ
ケ
ッ
ト
６
枚
３

千
円
分
を
交
付
し
て
い
る

が
、
枚
数
の
拡
充
を
検
討
で

き
な
い
か
。

　
　

令
和
３
年
度
か
ら
新
し 

く
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の

た
め
、
今
後
、
意
見
を
得
な

が
ら
事
業
の
検
証
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　
　

本
市
出
身
の
若
者
へ
の 

就
職
支
援
に
つ
い
て
、
奨
学 

金
返
還
支
援
制
度
の
活
用
状 

況
は
。

　
　

奨
学
金
利
用
者
の
代
わ 

り
に
、
就
職
先
の
企
業
が
代 

理
で
奨
学
金
の
返
還
を
行
う 

本
制
度
の
利
用
状
況
に
つ
い 

て
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構 

か
ら
情
報
提
供
は
得
ら
れ
な 

か
っ
た
が
、
企
業
側
に
と
っ 

て
自
社
の
人
材
確
保
や
Ｐ

Ｒ
、
法
人
税
軽
減
な
ど
の
メ 

リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
市
と 

し
て
も
制
度
の
周
知
を
図
っ 

て
い
く 

。

　
　

阪
谷
地
区
で
行
わ
れ
て 

い
る
移
動
手
段
の
確
保
・
支 

援
に
向
け
た
実
証
実
験
の
経 

緯
と
成
果
は
。

　
　

市
で
は
、
公
共
交
通
を 

含
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
意
見 

交
換
会
や
、
地
域
で
の
助
け 

合
い
に
つ
い
て
具
体
的
な
議 

論
を
進
め
て
い
る
第
２
層
協 

議
体
へ
の
聞
き
取
り
を
行
っ 

た
。
そ
の
結
果
、
高
齢
者
の

移
動
手
段
の
確
保
を
大
き
な

課
題
と
捉
え
て
お
り
、
地
域

住
民
が
運
転
を
担
う
助
け
合

い
に
よ
る
移
動
支
援
に
関
心

が
示
さ
れ
た
。

　

柿
ケ
嶋
区
と
協
力
し
て
、 

住
民
６
人
が
ド
ラ
イ
バ
ー
と 

な
り
、
買
い
物
や
通
院
に 

困
っ
て
い
る
高
齢
者
を
ニ
ー 

ズ
に
応
じ
て
無
償
で
送
迎
し

て
い
る
。
こ
の
試
験
的
な
運

行
を
通
じ
て
、ド
ラ
イ
バ
ー
、

利
用
者
双
方
の
移
動
支
援
に

対
す
る
不
安
や
ド
ラ
イ
バ
ー

の
負
担
を
確
認
し
た
。
来
年

度
以
降
も
地
域
と
共
に
検
討

を
続
け
た
い
。

阪谷地区で行われている高齢者の移動手段
の確保・支援に向けた実証実験の成果は

ドライバー、利用者双方の移動支援に対する
不安や負担を確認した

問
市
政
会 

　
伊い

東と
う

由ゆ

起き

恵え

　
議
員

答

　
　

平
成
23
年
６
月
か
ら 

義
務
化
さ
れ
、
令
和
４
年
７

月
で
設
置
率
96
・
６
パーセント
で
あ 

る
。
な
お
、全
国
平
均
84
パーセント
、

福
井
県
平
均
96
・
１
パーセント
で
あ

る
。

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

維
持
管
理
は
。

　
　

10
年
を
目
安
に
交
換
を

推
奨
し
て
い
る
。
半
年
に
一

回
以
上
は
点
検
さ
れ
た
い
。

　
　

交
換
の
周
知
は
ど
の
よ 

う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

広
報
お
お
の
や
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
で
周
知
を
し
て
い
る 

が
、
十
分
に
行
き
届
い
て
な 

い
面
が
あ
る
。
今
後
あ
ら
ゆ 

る
機
会
で
説
明
し
て
い
く
。

　
　

経
費
が
高
騰
す
る
中
、

企
業
・
事
業
所
へ
の
支
援
は
。

　
　

令
和
４
年
度
は
中
小
企 

業
者
等
経
済
変
動
対
策
支
援 

事
業
補
助
な
ど
を
実
施
し
て 

い
る
。
県
は
令
和
５
年
度
予 

算
で
、
電
気
・
ガ
ス
価
格
高

騰
緊
急
対
策
事
業
を
創
設
し

て
い
る
の
で
周
知
に
努
め

る
。

　
　

令
和
４
年
の
観
光
入
込 

客
数
は
２
０
６
万
人
と
の
こ 

と
だ
が
、
ま
ち
な
か
観
光
入 

込
客
数
と
越
前
大
野
城
の
入

館
者
数
は
。

　
　

ま
ち
な
か
観
光
入
込 

客
数
は
前
年
度
比
42
パーセント
増 

61
万
人
で
、
越
前
大
野
城 

の
入
館
者
数
は
前
年
比
20
パーセント

増
の
４
・
７
万
人
で
あ
る
。

　
　

目
前
に
迫
る
高
速
交
通 

網
の
市
内
・
県
内
延
伸
に
よ 

り
百
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス 

を
迎
え
る
な
ら
ば
、
亀
山
公 

園
の
整
備
に
関
し
て
ど
う
考 

え
る
か
。

　
　

景
観
を
損
ね
な
い
よ
う 

安
全
で
快
適
な
散
策
空
間
の 

整
備
に
努
め
る
。
大
規
模
な 

整
備
は
、
国
の
交
付
金
を
活 

用
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
　

防
災
メ
ー
ル
の
登
録
者

数
は
。
ま
た
目
標
数
は
。

　
　

現
在
１
８
４
０
人
で
あ 

る
。
令
和
７
年
度
ま
で
に
３

千
人
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の 

設
置
状
況
は
。

亀山公園の整備をどのように考えるか

景観を損ねないよう安全で快適な散策空間の
整備に努める

問
市
政
会 

　
髙た

か

田だ

　
育や

す

昌ま
さ

　
議
員

答問問問 答答

一
般
質
問

問問問 答答答答

答答 問問
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大
野
市
地
域
交
通
計
画 

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な 

ど
、
日
常
生
活
に
困
難
や
不

安
を
抱
え
て
い
る
市
民
に
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
や
変
化

が
あ
る
の
か
。

　
　

新
し
い
交
通
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
ク
は
、
中
部
縦
貫
自
動

車
道
の
延
伸
な
ど
交
通
事
情

の
変
化
に
伴
う
路
線
の
見
直

し
を
進
め
、
中
部
縦
貫
自
動

車
道
を
利
用
し
た
和
泉
地
区

を
結
ぶ
新
し
い
市
営
バ
ス
路

線
の
運
行
を
予
定
。
停
留
所

や
料
金
設
定
に
つ
い
て
も
見

直
し
、
利
便
性
の
向
上
と
シ

ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
い
サ
ー

ビ
ス
を
目
指
す
。

　

高
齢
者
等
が
安
心
し
て
地 

域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
公
共 

交
通
が
実
現
す
る
よ
う
、
市

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　
　

文
科
省
は
公
共
交
通
の 

利
便
性
が
低
い
地
域
で
、
ス 

ク
ー
ル
バ
ス
に
近
隣
住
民
の 

同
乗
を
認
め
て
い
る
が
、
利

用
で
き
な
い
か
。

　
　

学
校
再
編
に
伴
う
ス 

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
が
ス
タ
ー
ト

保
全
啓
発
を
目
的
と
し
た
イ 

ト
ヨ
の
里
館
内
の
展
示
リ 

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
水
文
化
の
継 

承
を
目
的
と
し
た
水
に
関
す 

る
小
矢
戸
区
の
年
中
行
事 

の
「
お
お
の
遺
産
」
へ
の
登

録
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
関
係
団
体
の
活
動 

と
し
て
は
、
大
野
市
土
地
改 

良
区
が
流
域
治
水
の
一
環
と 

し
て
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組 

み
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
国 

が
河
川
環
境
の
改
善
を
目
的 

と
し
た
真
名
川
ダ
ム
の
フ 

ラ
ッ
シ
ュ
放
流
を
予
定
し
て 

お
り
、
計
画
は
概
ね
順
調
に 

進
捗
し
て
い
る
。

　
　

九
頭
竜
湖
な
ど
市
内
で 

増
え
て
い
る
特
定
外
来
生
物 

で
あ
る
コ
ク
チ
バ
ス
の
問
題 

に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う 

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　

根
絶
は
難
し
い
が
、
市 

も
駆
除
活
動
に
積
極
的
に
参 

加
す
る
と
と
も
に
、
問
題
の 

周
知
に
つ
い
て
も
協
力
し
て 

い
き
た
い
。

し
て
か
ら
、
そ
う
い
う
視
点 

も
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

泉
町
の
公
共
下
水
道

管
き
ょ
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

は
。

　
　

令
和
５
年
度
の
管
き
ょ 

埋
設
工
事
は
、
10
月
か
ら
12

月
ま
で
の
３
カ
月
程
度
を
予 

定
し
て
い
る
。
泉
町
２
区
・

３
区
、
清
瀧
区
で
の
管
き
ょ

整
備
は
５
年
程
度
を
要
す

る
。

　
　

工
事
中
の
地
下
水
の
水 

質
調
査
を
求
め
る
。

　
　

工
事
前
後
、
施
工
中

に
水
質
検
査
を
し
て
、
状
況

を
見
守
り
な
が
ら
工
事
を
す

る
。

　
　

住
民
説
明
会
で
は
、
地

下
水
が
出
な
い
、
濁
る
等
が

起
き
た
と
き
は
、
工
事
を
中

止
し
、 

原
因
追
及
・
解
明
し

て
、
住
民
に
説
明
し
、
問
題

が
解
決
す
る
ま
で
は
工
事
を

進
め
な
い
よ
う
に
と
の
意
見

が
出
た
が
。

　
　

そ
の
よ
う
な
意
見
を
踏 

ま
え
、
慎
重
に
進
め
る
。

　
　

耐
震
上
の
問
題
か
ら
令 

和
８
年
に
使
用
で
き
な
く
な 

る
文
化
会
館
の
今
後
の
方
向

性
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
の

よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

　
　

令
和
５
年
度
は
、
関
係 

者
や
利
用
団
体
、
地
元
区
に 

対
し
現
在
の
情
勢
を
説
明
す 

る
と
と
も
に
、
利
用
団
体
の 

状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
調
査 

し
、
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た 

後
、
関
係
団
体
な
ど
で
構
成 

す
る
（
仮
称
）
文
化
会
館
在

り
方
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
。
１
年
く
ら
い
か
け
て

協
議
を
進
め
、
そ
の
報
告
を

受
け
て
方
針
を
決
定
し
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
予 

算
を
９
月
に
計
上
し
た
い
と 

考
え
て
い
る
。

　
　

令
和
２
年
度
に
策
定
し 

た
大
野
市
水
循
環
基
本
計
画 

に
つ
い
て
、
２
年
経
過
し
た

現
時
点
の
施
策
等
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状

況
は
。

　
　

地
下
水
の
か
ん
養
量
を 

確
保
す
る
た
め
の
水
田
た
ん

水
面
積
の
拡
充
や
水
環
境
の 

文化会館の今後の方向性とスケジュールは

大野市地域交通計画は市民にとって
　どのようなメリットや変化があるのか

も
え
ぎ
会 

　
梅う

め

林ば
や
し

　
厚あ

つ

子こ

　
議
員

大
野
市
民
の
会

　
猪い

の

嶋し
ま

　
清き

よ

文ふ
み

　
議
員

９月に予算計上し検討委員会を立ち上げ、
１年かけて方針を決定していく

停留所や料金設定を見直し、利便性の向上を
目指す

問問

問問

一
般
質
問

一
般
質
問

答答

答答

答

答答答 問問問

問
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は
ど
う
か
。

　
　

市
が
改
修
す
る
構
想
は 

な
い
が
、
民
間
事
業
者
が
取 

り
組
む
場
合
に
は
支
援
を
検 

討
し
た
い
。

　
　

ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ 

に
が
再
び
休
館
に
な
ら
な
い 

た
め
に
、
施
設
を
運
営
す

る 

「
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ 

に
」
運
営
協
議
会
と
ど
の
よ 

う
に
協
力
し
て
い
く
か
。

　

令
和
８
年
度
末
の
譲
渡
後 

は
、
ど
う
よ
う
に
施
設
を
活 

用
し
て
い
く
か
。

　
　

施
設
譲
渡
ま
で
の
間
は 

市
が
管
理
費
用
を
負
担
す
る 

こ
と
で
運
営
を
支
援
し
、
譲 

渡
後
に
同
協
議
会
が
主
体
と 

な
っ
て
運
営
す
る
体
制
に
移 

行
し
て
い
く
。

　

譲
渡
後
も
施
設
を
有
効
活 

用
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の 

特
産
で
あ
る
ソ
バ
や
有
機
農 

業
の
振
興
を
図
り
、
地
域
の 

活
性
化
と
都
市
農
村
交
流
を 

通
し
て
、
地
域
や
来
訪
者
に 

親
し
ま
れ
る
拠
点
施
設
と
な 

る
よ
う
努
め
る
。

　
　

星
空
保
護
区
認
定
後
は 

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
予 

定
し
て
い
る
か
。

　
　

星
空
ツ
ア
ー
や
星
空
に 

関
連
し
た
商
品
の
売
り
上
げ 

が
増
え
た
り
、
宿
泊
者
数
が 

増
え
た
り
し
て
、
観
光
消
費 

額
の
増
加
が
見
込
め
る
。
既 

に
認
定
を
取
得
し
て
い
る
国 

内
の
３
地
域
と
連
携
し
た
取 

り
組
み
や
、
民
間
事
業
者
と 

共
に
開
発
し
た
星
空
商
品
を 

国
内
外
に
向
け
て
情
報
発
信 

し
誘
客
に
つ
な
げ
る
。

　
　

星
空
を
見
に
来
て
も
宿 

泊
施
設
が
な
い
な
ど
の
意
見 

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
対
策
は 

検
討
し
て
い
る
か
。

　
　

フ
レ
ア
ー
ル
和
泉
や 

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
九
頭
竜
の
客 

室
の
魅
力
向
上
を
図
る
改
修 

を
し
て
い
る
。

　

ま
た
民
間
宿
泊
施
設
の
客 

室
の
個
室
化
や
改
修
に
支
援 

し
、
宿
泊
機
能
の
充
実
を 

図
っ
て
い
る
。

　
　

市
内
に
点
在
す
る
空
き 

家
を
宿
泊
施
設
に
活
用
し
て

星空保護区認定後の取り組みは

既に認定取得している３地域との連携や、民間事業者と
共に開発した星空商品を国内外に向けて情報発信する

問問問
大
野
市
民
の
会 

　
笹さ

さ

山や
ま

　
晃あ

き

一か
ず

　
議
員

答答

陽
光
設
備
等
の
再
生
可
能
エ 

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
ご
み
の 

減
量
化
な
ど
の
取
り
組
み
を 

普
及
啓
発
す
る
。

　
（
仮
称
）
大
野
市
脱
炭
素

推
進
会
議
を
新
た
に
組
織

し
、
脱
炭
素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
す
る
体
制
を
構
築
す

る
と
と
も
に
各
地
区
で
説
明

会
を
行
う
。

　
　

地
域
資
源
を
活
用
し
た 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導 

入
の
今
後
の
方
策
は
。

　
　

す
で
に
稼
働
し
て
い
る 

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
あ
る 

が
、
関
係
者
と
連
携
し
て
森 

林
資
源
の
好
循
環
シ
ス
テ
ム 

を
確
立
し
、
燃
料
の
安
定
供 

給
を
図
っ
て
い
く
。
小
水
力 

発
電
は
、
民
間
事
業
者
が
主 

導
で
取
り
組
ん
で
い
る*

Ｆ

Ｉ
Ｔ
制
度
を
活
用
し
た
整
備

が
今
後
も
進
む
見
込
み
で
あ

る
。
太
陽
光
発
電
は
冬
の
日

光
不
足
及
び
積
雪
に
よ
る
発

電
量
の
低
下
か
ら
普
及
が
進

ん
で
い
な
い
が
、
説
明
会
な

ど
で
普
及
を
図
る
。

　
　

大
野
市
脱
炭
素
ビ
ジ
ョ 

ン
案
の
目
標
達
成
の
た
め
に 

は
、
豊
か
な
森
の
保
全
に
よ 

る
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
促
進
に
向
け 

た
林
業
の
新
た
な
担
い
手
確 

保
が
必
須
で
は
。

　
　

将
来
の
林
業
を
担
う
人 

材
を
育
成
す
る
た
め
、
県
の 

施
策
と
し
て
福
井
林
業
カ

レ
ッ
ジ
が
、
本
市
の
施
策
と

し
て
林
業
就
業
者
支
援
事
業

補
助
及
び
林
業
機
械
レ
ン
タ

ル
等
事
業
補
助
が
あ
る
。

　

さ
ら
な
る
支
援
策
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
た 

い
。

　
　

快
適
で
脱
炭
素
な
ラ
イ 

フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
図 

る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
市
民 

を
巻
き
込
む
の
か
。

　
　

断
熱
性
を
高
め
た
健
康 

で
快
適
な
脱
炭
素
住
宅
の
普 

及
、
電
気
自
動
車
な
ど
環
境 

に
や
さ
し
い
車
両
へ
の
転 

換
、
Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
な
ど
公 

共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、 

空
調
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
省
エ 

ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
、
太

大野市脱炭素ビジョンを推進するために必要な市民の協力
と林業の新たな担い手の確保をどのように進めていくのか

関係機関との連携を図るとともに市民への
説明会を行う

問
大
野
市
民
の
会 

　
帰か

え
り
や
ま山

　
寿と

し

章あ
き

　
議
員

答問答

一
般
質
問

問答

答答 問

*FIT制度…再生可能エネルギー固定価格買取制度
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ち
上
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
文
化
会
館
は
住
民

の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
対
応
に
つ

い
て
も
遺い

漏ろ
う

の
な
い
よ
う
に

さ
れ
た
い
。

特
産
作
物
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

事
業
補
助

◎
理
事
者
の
説
明 

　

サ
ト
イ
モ
疫
病
対
策
と
し

て
令
和
２
年
度
か
ら
薬
剤
購 

入
費
を
補
助
し
て
い
た
が
、

効
果
的
な
防
除
方
法
が
確
立

さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
令

和
４
年
度
で
補
助
を
終
了
す

る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

今
後
、
疫
病
が
発
生
し
た

際
に
速
や
か
に
対
応
す
る
た

め
に
も
、
特
産
作
物
の
疫
病

対
策
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら

県
や
Ｊ
Ａ
と
情
報
交
換
を
密

に
さ
れ
た
い
。

お
お
の
森
づ
く
り
プ
ラ
ン
策 

定
事
業

 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

木
材
循
環
や
脱
炭
素
の
視 

点
を
踏
ま
え
、
林
業
振
興
に

関
す
る
基
本
方
針
を
定
め

る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

脱
炭
素
の
実
現
に
は
林
業

振
興
は
大
変
重
要
で
、
林
業

の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
が

急
務
で
あ
る
。
市
民
に
対
し
、

林
業
の
大
切
さ
を
訴
え
な
が

ら
、
研
修
機
関
が
実
施
す
る

就
業
支
援
研
修
な
ど
に
つ
い

て
も
周
知
を
図
り
、
関
係
機

関
と
連
携
し
人
材
育
成
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　

プ
ラ
ン
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
脱
炭
素
ビ
ジ
ョン
な
ど
関

連
す
る
計
画
等
と
の
整
合
を

図
ら
れ
た
い
。

越
前
お
お
の
水
の
が
っ
こ
う 

管
理
運
営
経
費  

◎
理
事
者
の
説
明 

　

越
前
お
お
の
水
の
が
っ
こ

う
で
は
、
大
学
と
の
水
循
環

に
関
す
る
共
同
研
究
の
ほ

か
、
遠
足
で
訪
れ
た
市
外
の

児
童
・
生
徒
に
本
市
の
水
環

境
を
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し

て
も
ら
う
ワ
ク
ワ
ク
ま
ち
な

か
遠
足
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

市
内
の
児
童
・
生
徒
に
イ

ト
ヨ
の
生
息
環
境
保
護
な
ど

の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
本

願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
が
あ

り
、
水
環
境
を
学
ぶ
点
で
、

両
施
設
の
役
割
に
は
重
な
る

部
分
が
あ
る
。

　

水
の
が
っ
こ
う
に
隣
接
す

▼
く
ら
し
産
業

　（
白
﨑
委
員
長
、葊
瀬
副
委
員
長 

　
笹
山
、猪
嶋
、林
、山
崎
、葊
田
、

　
梅
林
）

文
化
会
館
の
今
後
の
対
応 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

社
会
情
勢
の
変
化
、
新
た

な
文
化
会
館
の
整
備
・
運
営

に
係
る
財
政
的
な
課
題
と
と

も
に
、 

利
用
実
態
、
関
係
者

の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

現
文
化
会
館
の
耐
用
年
数
経

過
後
の
対
応
を
検
討
す
る
。

　

秋
に
在
り
方
検
討
委
員
会 

を
立
ち
上
げ
、
１
年
程
度
を

か
け
て
協
議
を
行
い
、
令
和

６
年
度
中
に
意
見
を
取
り
ま

と
め
、 

そ
の
内
容
を
基
に
政

策
方
針
を
決
定
し
た
い
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

利
用
者
の
安
全
や
今
後
の 

活
動
場
所
を
失
う
こ
と
へ
の 

不
安
を
思
う
と
、
さ
ら
に
早

い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
方
針

決
定
が
必
要
。
検
討
委
員
会

を
秋
ま
で
待
た
ず
早
期
に
立

常
任
委
員
会
審
査
報
告

サトイモ畑

る
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー 

が
屋
内
型
の
子
ど
も
の
遊
び 

場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
予
定 

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

機
に
、
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

の
一
体
的
な
活
用
に
よ
り
、

水
の
が
っ
こ
う
が
よ
り
誘
客

力
の
あ
る
施
設
と
な
る
よ
う

検
討
さ
れ
た
い
。

観
光
を
軸
に
稼
ぐ
新
組
織
設 

立
事
業

◎
理
事
者
の
説
明 

　

株
式
会
社
平
成
大
野
屋
、

一
般
社
団
法
人
大
野
市
観
光

協
会
、大
野
商
工
会
議
所
、越

前
信
用
金
庫
、市
等
で
観
光

事
業
に
関
す
る
新
組
織
を
令

和
５
年
秋
に
立
ち
上
げ
る
。

　

観
光
誘
客
を
強
力
に
け
ん 

引
す
る
と
と
も
に
、
市
内
事

業
者
の
稼
ぐ
力
の
向
上
を
目

指
す
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀

開
業
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道

県
内
全
線
開
通
を
見
据
え
、

ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
、
ど
の
よ
う
な
目
標
を

持
っ
て
取
り
組
む
の
か
、
６

月
以
降
の
当
委
員
会
で
説
明

を
求
め
る
。

日
本
一
の
星
空
発
信
事
業  

◎
理
事
者
の
説
明 

　

10
月
に
第
35
回
「
星
空
の 

街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
」
全
国

大
会
を
本
市
で
開
催
す
る
。

◎
委
員
の
意
見 

　

全
国
か
ら
大
会
関
係
者
等 

が
訪
れ
る
の
で
、
六
呂
師
高

原
は
も
と
よ
り
市
全
体
で
受

け
入
れ
態
勢
が
整
え
ら
れ
る

よ
う
準
備
さ
れ
た
い
。

　

こ
の
全
国
大
会
開
催
を
通 

し
て
、
本
市
の
魅
力
を
十
分

に
発
信
し
、
来
訪
者
の
滞
在

時
間
の
延
長
や
観
光
消
費
額

の
増
加
に
つ
な
げ
ら
れ
た

い
。

六呂師高原の星空

越前おおの水のがっこう

　

前
々
回
号（
２
２
１
号
）に
お
い
て
、

記
事
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
訂
正
い
た

し
ま
す
。

【
訂
正
箇
所
】

　

11
ページ
の
委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト
の

産
経
環
境
常
任
委
員
会
記
事
中

　
（
誤
）
兵
庫
県
井
原
市

　
（
正
）
岡
山
県
井
原
市
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さ
れ
た
い
。  

中
学
校
再
編
と
部
活
動
の
在

り
方 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

令
和
６
年
４
月
の
中
学
校

再
編
に
向
け
、新
し
い
制
服
・

体
操
服
の
方
針
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
こ
と

な
ど
が
決
定
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら

学
校
部
活
動
の
入
部
が
任
意

加
入
と
な
る
こ
と
、
令
和
６

年
度
夏
の
大
会
や
文
化
祭
等

の
実
施
後
は
、
学
校
に
お
け

る
休
日
部
活
動
は
行
わ
な
い

こ
と
を
、
生
徒
や
今
春
入
学

す
る
６
年
生
の
保
護
者
に
説

明
し
た
。
今
後
も
丁
寧
な
説

明
を
行
っ
て
い
く
。

◎
委
員
の
意
見 

　

再
編
や
校
舎
改
修
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生

活
の
安
全
性
や
、
快
適
な
環

境
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
、
保
護

者
か
ら
意
見
を
伝
え
る
場
が

な
い
な
ど
の
声
を
聞
い
て
い

る
。
学
校
再
編
と
部
活
動
の

地
域
移
行
が
進
め
ら
れ
る

中
、
過
渡
期
に
い
る
子
ど
も

た
ち
の
不
利
益
と
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

不
登
校
へ
の
対
応 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

令
和
３
年
度
の
不
登
校
の

児
童
・
生
徒
の
数
が
、
過
去

５
年
間
で
最
多
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
学
校

へ
の
相
談
員
等
の
配
置
や
適

応
指
導
教
室
で
の
早
期
学
校

復
帰
を
支
援
す
る
ほ
か
、
不

登
校
の
未
然
防
止
や
初
期
対

応
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

◎
委
員
の
意
見 

　

不
登
校
の
原
因
把
握
が
不

十
分
で
あ
る
。
早
急
に
集
計

デ
ー
タ
等
を
基
に
把
握
し
、

不
登
校
解
消
に
向
け
て
真し

ん

摯し

に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

大
野
市
連
合
ふ
わ
わ
女
性
の

会
の
解
散 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

大
野
市
連
合
ふ
わ
わ
女
性

の
会
は
、
上
庄
地
区
の
解
散

を
受
け
、
連
合
体
と
し
て
の

活
動
の
維
持
が
困
難
と
判
断

し
、
令
和
４
年
度
末
で
解
散

す
る
予
定
。
下
庄
・
和
泉
地

区
の
女
性
の
会
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
で
活
動
を
継
続
す

る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

地
域
に
お
け
る
女
性
の
交

流
や
活
躍
の
場
が
減
少
し
て

い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

女
性
の
会
を
存
続
す
る
た
め

に
、
最
善
の
対
応
と
必
要
な

支
援
を
さ
れ
た
い
。 

投
票
率
低
下
へ
の
対
応 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

20
歳
の
つ
ど
い
参
加
者
へ

の
冊
子
配
布
等
の
啓
発
活
動

を
行
い
、
投
票
率
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
く
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

投
票
率
の
低
下
は
、
政
治

的
無
関
心
の
表
れ
で
あ
り
、

政
治
の
民
主
主
義
的
正
当
性

を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
問
題

で
あ
る
。
今
後
の
投
票
率
を

上
げ
る
た
め
に
、
投
票
率
が 

▼
総
文
厚
生

　（
髙
田
委
員
長
、伊
東
副
委
員
長 

　
帰
山
、
岸
本
、
木
戸
屋
、
野
村
、

　
堀
田
、
髙
岡
）

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ 

で
叶
え
る
地
域
の
み
ら
い
応 

援
事
業
補
助 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

地
域
づ
く
り
団
体
等
が
取

り
組
む
地
域
課
題
解
決
や
魅

力
向
上
に
つ
な
が
る
活
動
を

市
が
認
定
し
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト

「
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
ｆ
ｏ
ｒ
（
レ

デ
ィ
ー
フ
ォ
ー
）」
で
募
集

し
た
寄
付
金
が
目
標
額
に
達

し
た
活
動
に
対
し
、
寄
付
金

を
原
資
に
し
て
補
助
す
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン 

グ
を
活
用
し
た
事
業
実
施 

は
、
市
の
財
政
負
担
を
抑 

え
、
広
く
周
知
さ
れ
る
メ 

リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
魅
力
あ 

る
企
画
で
な
け
れ
ば
、
目
標 

額
の
寄
付
金
を
集
め
る
こ
と 

は
困
難
で
あ
る
。
応
募
が 

あ
っ
た
活
動
の
実
施
が
か
な 

う
よ
う
、
そ
の
魅
力
づ
く
り 

に
つ
い
て
も
、
行
政
が
支
援 

低
い
若
者
世
代
や
、
投
票
所

へ
赴
く
こ
と
が
困
難
な
人
へ 

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と 

か
ら
、
商
業
施
設
で
の
期
日 

前
投
票
所
の
開
設
な
ど
、
柔 

軟
な
発
想
に
よ
る
前
向
き
な 

取
り
組
み
を
検
討
さ
れ
た

い
。

在
宅
介
護
支
援 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

家
族
等
に
よ
る
在
宅
介
護 

の
継
続
支
援
と
し
て
、
紙
お 

む
つ
の
支
給
、
在
宅
介
護
教 

室
の
実
施
、
徘
徊
す
る
認
知 

症
の
方
の
位
置
が
確
認
で
き 

る
探
知
機
の
貸
し
出
し
な
ど 

を
行
っ
て
い
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

介
護
施
設
へ
の
入
所
費
用

を
負
担
で
き
な
い
こ
と
な
ど 

が
要
因
で
、
在
宅
介
護
を
選 

択
せ
ざ
る
を
得
ず
、
介
護
者 

が
仕
事
を
辞
め
た
り
、
ヤ
ン 

グ
ケ
ア
ラ
ー
が
増
加
し
た
り 

と
い
う
こ
と
が
社
会
問
題
化 

し
て
い
る
。
第
９
期
介
護
保 

険
事
業
計
画
策
定
に
当
た 

り
、
在
宅
介
護
に
係
る
支
援 

拡
充
に
つ
い
て
十
分
に
議
論 

さ
れ
た
い
。 

ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ 

グ
ラ
ム 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

令
和
５
年
度
は
参
加
者
を

８
４
０
人
増
の
２
４
７
０
人 

に
拡
大
。
医
療
費
や
介
護
給 

付
費
へ
の
影
響
に
つ
い
て 

評
価
を
行
い
、
事
業
効
果 

を
検
証
し
た
上
で
、
今
後
の 

継
続
方
法
を
考
え
て
い
く
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

事
業
効
果
を
高
め
る
た
め 

に
は
継
続
す
る
こ
と
が
重
要 

で
あ
る
た
め
、
極
力
早
期
に

事
業
効
果
を
検
証
し
、
そ
の

効
果
が
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
安
価
に
実
施
で
き
る
手

法
を
模
索
し
、
事
業
継
続
に

つ
な
げ
ら
れ
た
い
。
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議
会
だ
よ
り

　
　
　

編
集
委
員
会

　

委
員　

梅
林　

厚
子

岸
本　

一
敏

伊
東
由
起
恵

山
崎　

利
昭

編
集
後
記

※
次
回
は
、
７
月
下
旬
の

発
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

大
野
に
春
が
来
ま
し
た
。

豪
雪
地
帯
の
冬
は
長
く
、
厳

し
い
生
活
は
春
へ
の
訪
れ
を

一
層
感
慨
深
い
も
の
へ
と
誘

い
、期
待
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

　

市
議
会
は
新
し
い
議
員
が

就
任
し
、
平
均
年
齢
が
６
歳

若
返
り
ま
し
た
。
市
民
の
代

表
と
し
て
、
面
目
一
新
に
向

け
て
、
各
議
員
が
気
持
ち
を

新
た
に
第
４
３
３
回
の
定
例

会
を
終
え
ま
し
た
。
新
年
度

一
般
会
計
予
算
１
９
０
億
５

千
万
円
。
こ
の
お
金
が
市
民

の
た
め
に
、
何
に
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か
、

し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
し
、

市
民
に
説
明
が
で
き
る
よ
う

に
議
会
の
権
能
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
切
に
思
い
ま
す
。

（
座
長　

梅
林　

厚
子
）

全会一致で可決・承認・同意された議案等
令和５年３月第433回定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

６月市議会定例会のお知らせ
　市議会の本会議は、誰でも傍聴する
ことができます。傍聴を希望する方
は、議会事務局（３階）で受け付けを
済ませてから、傍聴席（Ｒ階）にお入
りください。
　日程は、予定のため変更になる場合
があります。
　本会議と常任委員会の開会時間は午
前10時を予定しています。
　中部縦貫自動車道等交通対策特別委
員会の開会時間は午前10時、こども政
策・公共施設等改革特別委員会の開会
時間は午後１時を予定しています。
　ただし、開会前の会議により遅れる
場合もあります。
　詳しくは、議会事務局へ問い合わせ
てください。（☎0779-64-4830）

日 月 火 水 木 金 土
６/４ 5 6 7 8 9 10

本会議
（開会）

11 12 13 14 15 16 17
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問）
常任委員会

（くらし産業）
常任委員会

（くらし産業）
18 19 20 21 22 23 24

常任委員会
（総文厚生）

常任委員会
（総文厚生）

特別委員会
（中部縦貫自動車
道等交通対策）

（こども政策・公
共施設等改革）

25 26 27 28 29 30 ７/１
本会議

（閉会）

議案番号 議決結果 議案名

市
長
提
出
議
案

3 可決 令和５年度大野市国民健康保険事業特別会計予算案

4 可決 令和５年度大野市和泉診療所事業特別会計予算案

5 可決 令和５年度大野市後期高齢者医療特別会計予算案

6 可決 令和５年度大野市介護保険事業特別会計予算案

7 可決 令和５年度大野市農業集落排水事業特別会計予算案

8 可決 令和５年度大野市水道事業会計予算案

9 可決 令和５年度大野市簡易水道事業会計予算案

10 可決 令和５年度大野市下水道事業会計予算案

11 可決 令和４年度大野市一般会計補正予算（第10号）案

12 可決 令和４年度大野市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第２号）案

13 可決 令和４年度大野市和泉診療所事業特別会計補正予算
（第２号）案

14 可決 令和４年度大野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）案

15 可決 令和４年度大野市介護保険事業特別会計補正予算
（第３号）案

16 可決 令和４年度大野市農業集落排水事業特別会計補正予
算（第３号）案

17 可決 令和４年度大野市水道事業会計補正予算（第３号）案

18 可決 令和４年度大野市簡易水道事業会計補正予算（第３号）案

19 可決 令和４年度大野市下水道事業会計補正予算（第３号）案

20 可決 大野市個人情報の保護に関する法律施行条例案

議案番号 議決結果 議案名

市
長
提
出
議
案

21 可決 大野市情報公開・個人情報保護・行政不服審査会設
置条例の一部を改正する条例案

22 可決 大野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例案

23 可決 大野市手数料条例の一部を改正する条例案

24 可決 大野市児童デイサービスセンターの設置及び管理に
関する条例等の一部を改正する条例案

25 可決 大野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基
準に関する条例の一部を改正する条例案

26 可決 大野市国民健康保険条例の一部を改正する条例案

27 可決 大野市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関す
る条例等の一部を改正する条例案

29 可決 越前おおの結ステーション設置条例の一部を改正する条例案

30 可決 大野市高齢者に対するはり・きゅう及びマッサージ
療養費の助成に関する条例を廃止する条例案

31 可決 大野市過疎地域持続的発展計画の変更について

32 可決 大納辺地に係る総合整備計画の変更について

33 可決 大野・勝山地区広域行政事務組合規約の一部変更について

34 承認 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
大野市一般会計補正予算（第９号））

35 可決 損害賠償額の決定について

36 同意 監査委員の選任について

37 同意 監査委員の選任について

38 同意 人権擁護委員候補者の推薦について
市
会
案 1 可決 大野市議会の個人情報の保護に関する条例案

議長（堀田昭一）は採決に加わらないので「／」で表示。議案に賛成〇、反対×。

各議員の表決が分かれた議案

議員名（議席番号順）

議案番号・議案名

議
決
結
果

笹
山
晃
一

帰
山
寿
章

猪
嶋
清
文

岸
本
一
敏

白
﨑
貴
之

木
戸
屋
八
代
実

林　

順
和

葊
瀬
浩
司

伊
東
由
起
恵

山
崎
利
昭

野
村
勝
人

髙
田
育
昌

葊
田
憲
徳

堀
田
昭
一

梅
林
厚
子

髙
岡
和
行

市
長
提

出
議
案

2 令和５年度大野市一般会計予算案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇
28 大野市麻那姫湖青少年旅行村設置条例等の一部を改正する条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇


